
 

 

「万歳峠」 
― ほんの少し前に生まれていたらそれは 

あなただったかもしれないのです ー 

 

私が出会った 76 年前の一通の遺書。 

それは、山梨県より出征したひとりの青年の、 

生きた証でした。 

1945 年 5 月 11 日 早朝 5 時 56 分、政信の 

操縦する一式陸攻は、人間爆弾桜花を吊り下 

げ飛び立ちました。 

これはその時代に生まれ、特攻兵として短い 

命を閉じた若者たちの人生を見つめたお話です。 

 

 

山本晴美 山梨県身延町在住  表現者・歌語りシンガーソングライター・音楽講師 

「今を生きる」をテーマに、作詞・作曲・脚本を手がけ、1945年の日本の「戦争」をモチ

ーフに伝える『歌語り』を創作。歌と語りと映像で 1945 年に誘うタイムスリップライブ

として発信している。史実に基づいた歌語りは、学校や一般研修会、イベントで、年齢を

問わない平和学習コンサートとして開催され、ドキュメンタリー番組やニュースとして多

くのメディアに取り上げられている。 

2015年にはNY国連でのNPT会議とそれに伴うアクションに被爆者のサポートとして

参加。以降、国際的に平和問題を考える市民同士のつながりを意識して、市民同士が「戦

争と平和」について学ぶ事を目的とするプログラムを展開。2019年、世界の子どもたちが

共通して学べる平和学習プログラムを製作するためのプロジェクトを立ち上げた。 

音楽教室主宰。また音楽特別講師として、山梨県内の複数の小学校への合唱指導、保育

所でのリトミックなど、オリジナルプログラムによる音楽の授業に携わっている。代表・

指導を務める NPO 子ども合唱団は「生きるちから・平和」をテーマにした定期演奏会や

ボランティアコンサート、合唱を通じて世界の若者と交流するコンサートを開催。 

音楽教室 Atelier 主宰  NPO 法人みのぶジュニアコーラス代表  

（公財）やまなし文化学習協会評議委員 身延町子ども子育て会議委員 


